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私は1998年10月来日し、日本で大学
と大学院を卒業しました。
大学では法学を学び、法廷通訳人として
活動しています。 
九州大学大学院では言語教育学(日本語
教育学)を専攻し、大学等で韓国語を教
えています。 

九州国際大学 
非常勤講師

金 起勲

詳細は2ページ

1回限り

料  金

スポスポッットト受講受講スポット受講

回1,000円

実施機関 : 九州国際大学地域連携センタ－

　　　　　　　　 

応募締切

スマートフォンからも
お申込みできます▶

18：00～19：30

期 間

時 間

実施
場所

申込・
問合せ先

24

テーマ・内容月  日回数

1

2

3

4 11/25
(月)

12/2
(月)

12/9
(月)

11/11
(月)

11/18
(月)

担当講師

　基礎的な発音体系の読み書きや基礎的な文の構造と文法の活用方法などを理解した上で、基礎的な会話のやり取
りができるように学習していきます。 
　また、基礎的な文の構成や、語彙・助詞・動詞などの活用を用いて、日常生活に必要な基礎会話ができるように学
習していきます。 

自己紹介とハングル文字
（私は～です。）

一日のスケジュールとハングル文字
（～します。）

位置とハングル文字
（～にあります。/います。）

時間とハングル文字
（～時です。） 

買い物 
（いくらですか。）

過去 
（昨日～しました）

食堂で 
（～が食べたいです。）

天気 
（今日の天気は～）

電話 
（そこは～ですよね！）

約束 
（～しましょうか。）

10月15日（火）
九州国際大学地域連携センター（サテライトキャンパス）
〒806-0021 八幡西区黒崎３-１５-３コムシティ２階 （39ページアクセス参照）

九州国際大学地域連携センタ－
〒806-0021 八幡西区黒崎３-１５-３
TEL：631-2203　FAX：631-2204

令和6年 令和7年

韓
国
語(

初
級
Ⅰ)

10月28日（月）～ 1月27日（月）［全10回］

10/28
(月)

12/16
(月)

12/23
(月)

5

6

7

8

9

10

1/20
(月)

1/27
(月)

6,000円

30名定  員

受講料

東京放送（TBS）ソウル支局勤務
韓国放送公社（KBS）勤務
（国際局アナウンサー）
LOVE FM　パーソナリテイー
（有）ネイバーズ勤務（1990～現）

日韓翻訳・通訳家

森脇 錦穂
詳細は2ページ

初回のみ

料  金

スポスポッットト受講受講スポット受講

回1,000円

実施機関 : 九州国際大学地域連携センタ－

　　　　　　　　 

応募締切

スマートフォンからも
お申込みできます▶

18：15～20：15

期 間

時 間

実施
場所

申込・
問合せ先

25

テーマ・内容月  日回数

1

2

3

4

11/13
(水)

11/20
(水)

11/27
(水)

12/4
(水)

11/6
(水)

担当講師

　これまで２回に渡って取上げたドラマ、未生（ミセン）の後半を教材にします。 
　主人公（チャン・グレ）が大手商社の契約社員になって１年が過ぎ、２年目の契約終了を目前にして、彼を正社員に
すべく上司や入社同期の同僚たちが繰り広げる熱い友情、学歴中心の会社のシステムなど、韓国社会の現状をリアル
に描いた秀作です。 
　今回初めて参加される方でも十分楽しめる内容となっていますので、奮ってご参加ください。 
　ドラマの中の各場面の会話を理解し、役立つ台詞を選んで会話の練習をします。（ハングルが読める方ならどなた
でもご参加下さい） 

10月16日（水）
九州国際大学地域連携センター（サテライトキャンパス）
〒806-0021 八幡西区黒崎３-１５-３コムシティ２階 （39ページアクセス参照）

九州国際大学地域連携センタ－
〒806-0021 八幡西区黒崎３-１５-３
TEL：631-2203　FAX：631-2204

令和6年 令和6年

韓
流
ド
ラ
マ
で
学
ぶ「
韓
国
語
の
世
界
」

10月30日（水）～ 12月18日（水）［全8回］

10/30
(水)

12/11
(水)

12/18
(水)

5

6

7

8

5,000円

30名定  員

受講料

「第１２局」
パク課長が進めていた中古車輸出の案件を再開しよう
とするも周囲から猛反対される営業３課。社内のコン
センサスを得るため、公開プレゼンを行うことにする。

「第１3局」
役員ばかりか社長まで出席した中古車輸出案件のプレ
ゼンはオ次長の型破りな方法で大成功。この企画の提案
をしたグレは社長に直接褒められるなど、注目される。 

「第１4局」
年俸契約の季節となり、同期の中で一人だけ契約社員
であることを思い知らされるグレ。 契約満了は上司や
友との別れを意味し、改めて正社員になりたいと思う。 

「第１5局」
正社員になれないと分かっていながらも、事務処理や企画立案
に奮闘するグレ。オ次長から課題を与えられ、同期のジャン・
ベッキと二人で街に出てミ ッションに取組むことになる。

「第１6局」
入社後１年５か月が経過、企画立案に励む同期たち。
ついにグレの企画が採択され、張り切って仕事を進
める中、会社から担当者変更の指示が下る。 

「第１7局」
専務が提案した大型案件の話をもらうが、オ次長は
何か裏があるのではと懸念を抱く。一方、金代理は
オ次長を悪く言う同期たちと言い争いになる。 

「第１8局」
専務の提案した案件を受けることにしたオ次長は、
事業を進める中で不可解な事実に気づく。金代理ら
は手を引こうと言うが、オ次長はなぜか決断を迷う。 

「第１9局」
グレが中国支社のソク代理と専務の案件で浮上した
疑惑について話したのを聞いて、当惑する営業３課
の面々。 程なく本社から事業に関する監査が入る。 


